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会長挨拶
連合会定時総会開催

去
る
６
月
13
日
、
令
和
元
年
度
定
時
総
会
が
ホ
テ
ル
白
萩
に
お

い
て
全
会
員
出
席
の
下
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

谷
口
会
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
永
年
勤
続
職
員
の
表
彰
と
セ
ン

タ
ー
理
事
長
退
任
者
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
、
続
い
て
代
田
宮

城
労
働
局
長
、
村
井
宮
城
県
知
事
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
長
に
は
（
公
社
）
石
巻
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
亀
山

理
事
長
が
選
任
さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

ま
ず
、「
平
成
30
年
度
収
支
補
正
予
算
」
に
つ
い
て
事
務
局
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
１
号
議
案
「
平
成
30
年
度
事
業
報
告
（
案
）」
及

び
第
２
号
議
案
「
平
成
30
年
度
収
支
決
算
（
案
）」
に
つ
い
て
一

括
で
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
監
査
報
告
の
後
、
審
議
の
結
果
、

原
案
通
り
全
会
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
第
３
号
議
案
「
定
款
の
一
部
変
更
承
認
の
件
」、
第
４
号

議
案
「
役
員
の
補
欠
選
任
承
認
の
件
」
に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
、

原
案
通
り
全
会
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
「
令
和
元
年
度
事
業
計
画
」
及
び
「
令
和
元
年
度
当
初

予
算
」
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

連
合
会
定
時
総
会
開
催

秋
冷
の
候
、
皆
様
に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

当
連
合
会
の
業
務
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
県
の
平
成
30
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
実
績
は
、
契
約
金
額
が
約
53
億
円
と
過
去

最
高
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
偏
に
各
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
様
は
じ
め
、
会
員
並
び
に
役
職
員
の
皆
様
の
ご
努

力
の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

我
国
は
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、
超
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
労
働
力
の
確
保
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
政
府
が
昨
年
ま
と
め
た
「
経
済
政
策
の
方
向
性
に
関
す
る
中
間
整
理
」
に
お
い
て
、

「
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
て
意
欲
あ
る
高
齢
者
に
働
く
場
を
準
備
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
な
ど
、
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
。」
と
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
期
待
は

一
層
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
の
期
待
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
会
員
数
の
拡
大
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
連
合
会
で

は
、
第
２
次
中
期
計
画
で
、
平
成
30
年
度
の
目
標
を
１
２
，
４
０
０
人
と
し
て
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。
結
果
と

し
て
、約
１
５
０
人
増
の
約
１
１
，６
０
０
人
と
な
り
ま
し
た
が
、全
国
的
に
見
て
減
少
し
て
い
る
県
が
多
い
中
、

６
年
連
続
増
加
し
ま
し
た
こ
と
は
、
各
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
拡
大
対
策
の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
安
全
就
業
に
関
し
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
度
は
４
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
す
る
等
、
平
成
29
年
度
に

引
き
続
き
重
篤
事
故
が
多
発
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」
を
基
本
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
大
変
残
念
な
結
果
で
あ
り
、
今
年
度
こ
そ
重
篤
事

故
ゼ
ロ
に
向
け
て
安
全
就
業
対
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
セ
ン
タ
ー

に
お
か
れ
ま
し
て
も
会
員
に
対
し
て
安
全
就
業
の
呼
び
か
け
等
、
安
全
対
策
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

派
遣
事
業
に
お
い
て
、
６
市
１
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
宮
城
県
知
事
か
ら
平
成
31
年
４
月
１
日

付
け
で
高
齢
法
第
39
条
に
基
づ
く
就
業
時
間
の
拡
大
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
労
働
力
不
足
に
悩
ん
で

い
る
地
域
産
業
を
支
援
し
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
連
合
会
と
し
て
は
、

適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
徹
底
と
と
も
に
、
引
き
続
き
就
業
時
間
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
４
月
か
ら
有
給
休
暇
の
時
季
指
定
が
ス
タ
ー
ト
、
10
月
に
消
費
税
が
10
％
に
引
き
上
げ
、
ま
た
来
年

４
月
か
ら
は
派
遣
会
員
に
関
す
る
同
一
労
働
同
一
賃
金
制
度
の
ス
タ
ー
ト
等
、
労
働
関
係
法
令
等
が
改
正
さ
れ
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
係
る
業
務
が
複
雑
化
し
て
お
り
、
諸
制
度
を
理
解
し
適
切
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
、
職
員
の
資
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
連
合
会
と
し
て
は
職
員
の
研
修
を
多
く
開

催
し
て
、
職
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
各
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
方
に
は
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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